
増
税
で
節
約
志
向
が
強
ま
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
（
飲
食
）
業
に
対
す

る
支
出
は
減
り
や
す
い
。
量
や
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
を
調
整
し
、
顧
客
の
節
約
志

向
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。

低
価
格
販
売
の
場
合
、
主
力
商
品
の

価
格
が
慣
習
価
格
と
し
て
顧
客
に
刷
り

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
慣
習
価

格
に
増
税
分
を
転
嫁
す
る
と
、
値
上
げ

感
が
強
く
な
る
。

主
力
商
品
に
価
格
転
嫁
し
た
場
合
、

増
量
や
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
店
舗
の
備

品
什
器
の
高
級
化
、
接
客
の
向
上
、
提

供
時
間
の
短
縮
、
会
員
価
格
や
ク
ー
ポ

ン
価
格
と
い
っ
た
二
重
価
格
な
ど
で
増

税
以
上
の
お
得
感
を
演
出
す
る
方
法
が

あ
る
。
主
力
商
品
に
増
税
分
を
転
嫁
し

な
い
場
合
、
減
量
や
品
種
の
減
少
、
サ

ー
ビ
ス
の
簡
素
化
、
主
力
商
品
以
外
で

の
価
格
転
嫁
、
原
価
削
減
な
ど
で
増
税

分
を
吸
収
す
る
方
法
が
あ
る
。

一
般
的
に
、
増
税
直
後
は
価
格
を
中

心
に
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
注
目
率
が
高
ま
る

た
め
、
新
メ
ニ
ュ
ー
や
新
サ
ー
ビ
ス
を

打
ち
出
す
機
会
と
な
る
。

ま
た
、
時
代
の
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
い

る
商
品
や
新
し
い
商
品
は
慣
習
価
格
が

な
い
た
め
、
顧
客
は
価
格
転
嫁
を
感
じ

に
く
い
。
時
代
の
ブ
ー
ム
を
意
識
し
た

メ
ニ
ュ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
よ

り
、
顧
客
の
購
買
意
欲
を
喚
起
す
る
と

と
も
に
増
税
分
の
価
格
転
嫁
も
推
し
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
小
製
造
業
者
は
、
消
費
税
の
８

％
増
税
後
、
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
や
景
気
の
悪
化
に
よ
っ
て
需
要
が

減
少
し
、
販
売
が
低
迷
す
る
な
ど
経
営

へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。

増
税
前
は
、
設
備
や
作
業
者
な
ど
の

生
産
能
力
や
材
料
・
部
品
の
確
保
が
重

要
で
あ
っ
た
。
一
方
で
増
税
後
は
、
生

産
能
力
を
活
用
で
き
る
だ
け
の
受
注
量

の
確
保
や
材
料
・
部
品
な
ど
の
在
庫
削

減
、
さ
ら
に
低
価
格
競
争
回
避
の
対
策

が
重
要
と
な
る
。

し
か
し
、
増
税
後
、
短
期
的
に
受
注

が
減
少
し
て
も
、
長
期
的
な
見
通
し
が

不
透
明
で
あ
れ
ば
遊
休
設
備
の
売
却
や

余
剰
人
員
の
削
減
は
実
行
し
に
く
い
。

需
要
量
自
体
が
減
少
す
れ
ば
、
過
剰
な

在
庫
が
適
正
水
準
に
減
る
ま
で
に
も
時

間
が
か
か
る
。

今
回
の
増
税
は
、
景
気
が
持
ち
直
し

て
い
る
傾
向
の
中
で
行
わ
れ
た
５
％
増

税
時
と
似
て
い
る
。
生
産
者
出
荷
時
点

の
価
格
を
表
す
国
内
企
業
物
価
指
数
に

つ
い
て
、
５
％
増
税
前
後
の
推
移
（
増

税
時
を
０
カ
月
と
す
る
）
を
確
認
し
て

み
よ
う
（
図
表
２
）。

５
％
増
税
時
の
当
該
指
数
は
、
増
税

前
６
カ
月
か
ら
０
カ
月
ま
で
の
間
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
持
ち
直
し
て
い
る
。
５
％

増
税
直
後
に
増
税
分
が
価
格
転
嫁
さ
れ

急
上
昇
し
た
後
、
５
％
増
税
後
０
カ
月

〜
２４
カ
月
は
一
貫
し
て
低
下
し
て
い

る
。
５
％
増
税
後
の
低
下
の
要
因
と
し

て
は
、
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
や
５
％

増
税
後
の
景
気
後
退
に
よ
る
需
給
調
整

と
い
っ
た
量
の
面
と
、
低
価
格
競
争
と

い
っ
た
価
格
の
面
と
が
あ
る
。

こ
れ
を
参
考
に
今
回
の
８
％
増
税
後

を
考
え
る
と
、
量
の
面
の
対
応
と
し
て

営
業
活
動
や
生
産
能
力
・
在
庫
の
活

用
、
価
格
の
面
の
対
応
と
し
て
製
品
開

発
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

図表２ ５％増税前後の国内企業物価指数の推移

出典：日本銀行統計データより
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実実態態把把握握のポイント
１．お得感をどのように演出しているか
居酒屋「響」を展開するダイナックでは、ポイント還元率を増税後に１５％から１８％まで引き上
げ、お得感を演出している。ただし「消費税増税分を値下げ」などと表記することは転嫁対策
特別措置法で禁止されているため注意が必要。

２．新商品・新サービスの開発、ブームに合わせた対応をしているか
新商品・新サービスは慣習価格が分かりにくく、価格転嫁を感じにくい。５％への増税後に起
こったワインブームは、当時ワインがあまり普及しておらず、消費者の値上げ感が薄かったこ
とが要因の一つとされている。

実実態態把把握握のポイント
１．営業活動を強化しているか
顧客への訪問回数を増やす、業界イベントに参加する、申請特許を調べるなど。

２．生産能力や在庫を活用しているか
製造や加工を社外に委託する外作を、社内で実施する内作にすると生産能力を活用できる。一
部機能を制限した廉価版の提供や、同じ機能でも豊富な色パターンを提供できるように塗り替
えるなどすれば在庫を活用できる。

３．製品開発で製品の価値を高めているか
自社技術を活用した製品開発により、製品価値を高め営業活動の強化につなげる。

図表１ 増税分の価格転嫁と対策

・増量やサービスの強化
・備品什器の高級化
・接客の向上
・提供時間の短縮
・二重価格 など

・減量、品種の減少
・サービスの簡素化
・主力商品以外での価格
転嫁
・原価削減 など

増税分を
価格転嫁する

増税分を
価格転嫁しない

増税による影響と
実態把握のポイント

消費税の増税が中小企業にどんな影響を与える
のか、また取引先の実態を把握するためには何を
確認すればよいのか、業種ごとに解説する。経営教育総合研究所

業業種種別別に見る
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